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故 丹羽登先生を偲ぶ 

 

千葉県非破壊検査研究会名誉会長 丹羽 登先生は，平成 18 年 11 月 25 日逝去されました。享年 85 歳

でした。 

 丹羽先生が千葉県非破壊検査研究会との関わりができたのは，東京大学を退官後，千葉工業大学の

電気工学科教授になられてからでした。 

当時の会則に，会員の資格条件として現住所又は勤務先が千葉県内にあることとされており，この

条件に当てはまったわけです。NDT 斯界においてこれ程のビッグな先生は他におられず，我が研究会

に加入して戴けたのは誠に喜ばしい限りです。丹羽先生のご承諾を得るについて，白井顧問，岸上顧

問，藤盛現会長ら本会設立三人衆のご努力の賜と感謝する次第です。 

丹羽先生は研究会の総会及び研究発表会には必ずご出席され，会長としての役割を果たして戴くと

共に，いつも温かい目で研究会を見守って下さり，懇親会では会員の方達との意見交換をくださいま

した。先生のご逝去は研究会としても哀惜の念に耐えません。先生の面影を偲びつつ，ここに謹んで

哀悼の意を表しご冥福をお祈り申し上げます 

 千葉県非破壊検査研究会 30 周年記念誌の編纂を機に，丹羽先生の本研究会での足跡をご紹介する

と共に，事務局が所蔵する写真にて当時のご様子を偲ぶこととしました。 

 また，本稿の構成につきましては，東京大学名誉教授 尾上守夫先生が (一社)日本非破壊検査協会 

の機関誌に執筆された「丹羽先生を偲ぶ」の追悼文を JSNDI の了解の下，転載させて戴きました。 

更に，丹羽登先生が当研究会で 3回の特別講演されたうちの二つの原稿は，尾上守夫先生が主宰す

るネット･メセナの「世界の非破壊検査（NDT World Wide）」に「非破壊検査仮想博物館」があり，こ

の中で，“随想:丹羽登”のコーナーに掲載されております。 

この度，尾上守夫先生のご承諾を得て本稿に転載させて戴くと共に，当研究会のホームページからの

リンクも併せてご承諾戴きました。 

 

 

故 丹羽登先生の千葉県非破壊検査研究会におけるご活動 

・昭和 57年（1982）東京大学を定年で退官，同年千葉工業大学電気工学科教授に就任 

・昭和 59年 2月 4日の第 3回研究会総会（第 1回研究発表会が同日開催）にて副会長に就任すると

ともに，「宇宙工学と非破壊検査」と題する特別講演を行う。 

・昭和 60年 3月 12日の第 4回総会にて第二代会長に就任 

・平成 8年 1月 16日開催の第 10回研究発表会における特別講演，「千葉と超音波との 50年」を講演 

・平成 9年 7月 7日の第十六回総会の特別講演にて「非破壊検査の裏と表」昭和 

・平成 10年 7月 17日の第十七回総会にて会長職を勇退。 

・平成 12年春の叙勲で「勲三等旭日中授章」を受けられ，平成 12年 7月の総会にて受賞の祝賀会を

催す。 

 

 

 



写真で辿る CNDI と故丹羽登名誉会長 

昭和 59年 2月 4日第 3回総会 

特別講演「宇宙工学と非破壊検査」 

昭和 60 年会長就任直後に写真撮影

のため千葉工業大学の研究室に伺

いました。 

平成 3年 1月 9日 

10 周年記念式典において，石橋泰雄初代会

長への感謝状贈呈 

平成 3年 1月 9日 10 周年記念式典 

記念講演の講師藤盛紀明氏の紹介 

平成４年 12月 5日 

JSNDI 設立 40周年を機に，千葉県非破壊検

査研究会が表彰されました。祝賀会の一コ

マです。

平成 6年 1月 25日 第 8回研究発表会 

発表者（清水建設(株)倉持貢氏）に記念品

の贈呈 



平成 9年度総会 平成 9年 7月 7日 

川崎製鉄(株)みやざき倶楽部にて 

会長は総会の議長を務めます 

平成 9年度総会  

丹羽先生は 3 回目の特別講演をされまし

た。 

平成 10年度の総会で，丹羽先生は会長職を

勇退されましたが，その後も研究会行事に

は毎回欠かさずご出席されました。 

平成 11 年度の総会は清水建設(株)技術研

究所で開催しました。藤盛紀明氏が同研究

所長に昇格されました。 

懇親会並びに藤盛氏の祝賀の会は丹羽名誉

会長の乾杯の音頭で始まりました。 

平成 12年 2月 10日に開催された第14回研

究発表会度の懇親会です。 

左から中村國生，木村勝美，丹羽先生，星

川洋，中野 CXR 社長，福原熙明，岸上守孝

の各氏。 

平成 13年 1月 31日に開催された第15回研

究発表会度の懇親会です。 



丹羽先生から譲り受けた超音波探傷用の試験片を事務局では千葉県産業支援技術研究所をお借り

して保管しております。 

写真 1は 半円形鋼製試験体で，直径 400 ㎜，厚さ 180 ㎜で，重量は約 80ｋｇあります。 

写真 2 は丹羽先生が千葉工業大学を退任するときに戴いた各種試験片の中に含まれていたもので

す。超音波探傷用感度標準試験片で，学振Ⅰ型試験片です。NDI 誌によると，学振Ⅰ型試験片は 1951

年に日本学術振興会の製鋼第 19 委員会で制定されたようです。このケースの表面に「學振Ⅰ型超音

波探傷器用感度標準試験片第２号」の文字がデジタルカメラの撮影で確認できました。この試験体は

探傷面に凹みがありますが，超音波の歴史上，貴重なもののような感がします。 

写真１ 試験体 

写真２ 学振Ⅰ型試験片 

故 丹羽 登先生は正四位に叙せられました 

丹羽 登先生のご冥福を

お祈り申し上げます

叙位 正四位
しょう し い



丹羽登先生の千葉県非破壊検査研究会における特別講演 

《千葉と超音波との 50 年》 平成 8年 1月 16 日 幕張高度ポリテクセンターにて 

 

１．千葉との出会い 

 1942 年（昭和 17 年）からは，東京帝国大学工学部入学者は，本郷にある第一工学部

と西千葉に新設の第二工学部とに振り分けられることになった。これが筆者の千葉との

長い係わりの始まりであった。 

                      

２．超音波との出会い 

 その頃日本でも実用化されかかっていたパルスレ－ダ－は動作が不安定で調整も困

難を極めており，調整・較正・アンテナ指向特性測定用として疑似エコ－発生装置が要

望されていた。それは 

 １）レ－ダ－からのメインパルスに同期して同じ周波数のエコ－を出す装置。    

 ２）エコ－の遅れ時間が既知ならばレ－ダ－の距離目盛の較正にも使える。 

 その頃友好国ドイツから図１のような較正装置（俗称レ－ボック）が伝えられていた。 

遅延素子内の多重反射波を使えば，電気的に作った距離目盛よりも精度は良い。 

 

図１：パルスレーダー較正装置 

 

 

 



 高木昇教授の研究室で卒業研究として始まったのがこの水晶遅延素子を作ることで

あった。 

 作業としては： 

(1)溶融石英棒を切断して両端を平行・平滑に磨く。  

(2)水晶振動子を石英棒の直径に合わせて削り，かつ，共振特性を見ながら両面を仕上

げる。 

(3)振動子の両面，石英棒の一端に電極をメッキする。 

(4)振動子を石英棒に接着する。                          

 様子の判らぬことばかりであったが，始めてＣＲＴ上に小さなＢ1,Ｂ2 が見えた時は

感激した。                                   

                                        

3. 高射砲陣地巡り 

 幸いにも卒業後大学に残ることになり，水晶遅延素子作りは勤労動員学生に移せたの

で，筆者は図１の装置全体を担当した。回路の設計・ケ－スの板金・加工・配線まで全

部自分でやった。研究室が陸軍多摩技術研究所（電波兵器）の分室となってからは，何

台もの製作を要求されたので，それは研究室全員の仕事となった。（ｆ＝200 ～600MHz, 

fD≒10～21MHz)  真空管の不足，特性の不揃いに悩まされた。溶融石英棒の代用として

ガラス棒も使ってみたが減衰が大きすぎた。棒中に気泡があるとＦa,Ｆb が出た。（日

本で最初の超音波探傷ではなかったかと考えている。） 

 本土空襲が始まった頃から，この較正装置を持ってレ－ダ－基地（千葉・銚子など関

東地区）へ行く仕事が始まった。それは高射砲陣地に近いことが多く，怖い目にもあい

かけた。研究室が山梨県日川へ疎開し，千葉との掛け持ちで多忙をきわめた。（東京空

襲の朝は，まだ燃えている街を飯田橋から市川まで歩いた。）                 

 昭和 20 年 7 月からは航空機搭載レ－ダ－の調整に富山飛行場へも行くようになり，

終戦はそこで迎えた。 

                                         

４．超音波探傷器 

 上記の経験からパルス反射法の技術は取得していたので，敗戦後の超音波探傷器の試

作は比較的早かった 1)。 Firestone の原論文や英国側の Desh,Sproule の論文などを溶

接学会（日本橋あたりにあった）や日比谷の米軍図書館へ日参して読みまくった。試作

機をかついで工場を回っていた。                               

 また，比較的薄い板の厚さやタンクの腐食を測りたいために，共振型超音波厚さ計を

作り 3)，発電所や化学工場巡りを繰り返していた。                 

                                        

５．ＪＳＮＤＩの創設 



 木原博教授が JSNDI の創設を企画されたとき，前年に発足していた学振超音波探傷法

協議会との連携のため山内二郎教授（同協議会主査，後に JSNDI 第２分科会主査）や高

木昇教授と接触され，その連絡役を務めた。このことから JSNDI 発足時から理事を仰せ

つかり，その後の同協会との長い付き合いが始まった。                     

                                        

６．航空研究所へ移籍 

 生産技術研究所でＵＴを続けていたところ，ロケット研究が始まり，その応援を求め

られて，打ち上げ業務にかなりの時間を割いていた。固体ロケットのケ－ス（鋼管）の

ＵＴも試みた。 

 敗戦時に航空関係の研究は禁止となり，東京大学航空研究所は廃止され，縮小して理

工学研究所となっていた。その航研を再開し電気部門を強化することになって筆者は生

研から移籍した。 

 航空関係ということで，レ－ダ－用超音波シミュレ－タ－・超音波高度計など 4)のほ

か，超音波気温測定 5,6)を強力に進めていた。 

                                        

７．宇宙観測 

 航研が宇宙航空研究所と改組され，宇宙観測が主業務となってからは，打ち上げ援助

とロケットエンジンのＮＤＩ7)に力を入れるようになった。ロケットチャンバ－内面の

ライナ－と推薬との接着は時間経過とともに劣化することがあり，製造時だけでなく，

発射場へ運んだ後も定期的に検査する必要がある。そのころ作った固体ロケットのＵＴ

システムは，後日ロケット打ち上げ準備時の定常業務に繰り入れられるに到った。         

 日本の観測ロケットが実用化されかけたころ，日本も独自に宇宙観測用画像取得シス

テムを持つ必要があるとのことで，筆者が担当することになった。アポロ計画の前段階

として無人で月面を撮影していたＮＡＳＡの探査機の報告などを読みまくった。日本向

け（軽量，省電力）の低速走査電子シャッタ－付きＴＶシステムを開発し 8), 後に宇宙

観測衛星からオ－ロラを撮影する装置 9)にまで発展した。 

                                         

８．画像計測 

 上記の電子シャッタ－付きＴＶ方式は，残像の無い高速撮影が可能なので，トロリ－

線が摩耗して光っている面を電気検測車が高速で走りながら下から撮影し，その摩耗度

を連続計測する装置として実用化された 10)。 

                                         

９．非破壊検査社会奉仕係 



 東大での終りころはＡＥ12,13)・ＴＶを導入したモアレによる３次元画像計測 11) ・ 

光ファイバ－による計測 14) など，自分では手を下さない研究ばかりで，大部分の時

間・労力は表２のような社会奉仕業に向けられていた。 

                                        

１０．ＩＡＥＡ／ＲＣＡ－ＮＤＴ教育計画 

 アジア・太平洋諸国へのＮＤＴの教育訓練をして欲しい，との要望が外務省原子力課

から 1980 年末に JSNDI へ申し入れがあり，その内容に地域での統一認定制度が含まれ

ていたため，当時認定委員長であった筆者が窓口に推された。シンガポ－ルやジャカル

タなどでの計画会議に大谷清史氏と参加し，また東京での JSNDI としては始めての英語

の講習会など忙しく対応した。途中から原研大岡氏の参加を得，協会内にも対応組織が

作られ，第Ⅱ期を同氏へ引き継ぐ事ができた。                           

                                        

１１．定年のあと 

 東大定年のあとは，西千葉勤務中に非常勤講師をしていた千葉工業大学に移った。そ

こでは電気工学科に続く大学院修士課程の設立に関与し，「非破壊検査工学」という題

名の講義（これは東大時代からの夢）を創設することができた。           

                                        

１２．音速の温度係数 

 千葉工業大学では毎年多数の卒業研究生をかかえることになり，医用の超音波デ－タ

伝送（体内に埋め込んだ機器と体外とのデ－タの往復）と固体中の超音波音速の温度係

数の測定を始めた。後者は超音波計測に関連して，かねてからやりたいと思っていたこ

とで 17),幾つかの音速測定方式を併用して，固体の音速とその温度係数を測った 15-16)。

その結論は：                                      

 (1) 炭素鋼とかアルミとか材料名を示しても，音速はかなりひらいている。     

 (2) 金属は温度が１～２℃かわると音速の４桁目がかわる。 

 (3) 高精度で音速を論じるときは測定温度を明示する必要がある。 

                                         

１３．半生をかえりみて 

 ここまで書いてみると，書くためにはすじを通そうとするので，ここに書けた内容は，  

むしろ，まともな表通りの部分だけであることに気付く。大部分の時間・労力は裏の部

分，良く言えば縁の下の奉仕，悪く言えば表１の右側にも表２にも出てこない小さな部

分，雑用とも言える仕事に費やしていたようである。 色々なことに少しづつ手を出し，



口を出してしまい，その出した先は相互に全く関連が無いという結果になってしまった

のは残念。                   

                                        

１４．今後への期待 

 超音波と電波との中間に立って双方を眺めてみると，互いに似た発想・技術がそれぞ

れの分野で使われているにもかかわらず，互いに独立に発達しているのを見ることがあ

る。  

相互に先方の技術を導入・活用すれば，その分野を，さらに効率良く発展させ得るので

はないかと期待している。                            

  

 

追記：エレクトロニクス・通信関係者からみた千葉の特異性 

                                     

 図 2 に見られるように，東北－南西に延びた日本列島の中で，南東側－太平洋－へ突

出している千葉県の特異性を生かした施設が点在する。千葉工大へ移って応用電子工

学・応用電気計測・通信工学などを講義するにあたり，特徴を出したいと思い，千葉県

内をマイカ－で回り，スライドを作った。 

 

 

 

                          



１）千倉町 ＫＤＤ千倉海底線中継所 太平洋からの光ファイバ－ケ－ブルを陸揚げし，

新宿のＫＤＤビルへ中継。(写真 1)                              

２）勝浦市 宇宙開発事業団 衛星追跡所。種子島から打ち上げたロケット・衛星を沖

縄局とともに追跡する。(写真 2) 

３）君津市 通信・放送衛星機構 衛星管制センタ－。通信衛星・放送衛星の管制・制

御を続けている。(写真 3) 

４）鹿野山，君津市／富津市 測地観測所。昔からあった麻布天文台を見通して三角測

量のの基線。                                  

５）銚子市海岸局 最近はインマルサットなどの航海用通信衛星が船舶の交信に使われ

ているが，昔は各地の船舶を相手の海岸局として活躍。               

６）船橋市 行田無線塔跡 帝国海軍（敗戦後は米軍）の艦船向け長波通信施設。傘型

アンテナの周辺の柱を結ぶ円形の道路が残っている。直径９００ｍもある真円の道路は

珍しい。円の中心部にある記念碑には「関東大震災の惨状を世界に伝え，真珠湾攻撃の

前には「［ニイタカヤマノボレ１２０８］を送信した」と記されている。(写真 4)                                                                                                                                           
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写真 1：千倉町ＫＤＤ 海底線中継所の        写真 2：勝浦市 宇宙開発事業団 衛星追跡 

マイクロ塔                     所の１３６／４００ＭＨｚ帯アンテナ、直径 

                           18m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3：君津市 通信・放送衛星機構の 

管制制御用アンテナ 

   

 

 

写真 4：船橋市行田 無線塔跡記念碑 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



非破壊検査の裏と表 丹羽 登 

千葉県非破壊検査研究会 総会 1997 年 7 月 7 日 

日本非破壊検査協会 協会賞受賞記念講演  

 

概要 

   昨年 l 月のこの会の講演「千葉と超音波との 50 年」（1）で「書くためにはすじを通そうとす

るので、ここに書けた内容は、まともな表通りの部分だけであったことに気付く。大部分の時

間・労力は裏の部分、良く言えば縁の下の奉仕、悪く言えば表1（50年間の年表）にも表2（NDI

関係の役職）にも出てこない小さな部分、雑用に費やしていたようである。」と書いた。それの

一部分は「超音波テクノ誌」（3）にも載った。つまり表に出た。しかし実際には裏の仕事に費や

した時間の方がはるかに多い。そこで今回は非破壊検査の裏を主とした雑談をさせていただ

く。  

 

1. JSNDI の協会賞と ASNT のフェロー 

2. 1）協会賞「わが国の非破壊検査・・に顕著な功績があり、本会の事業に多大の

貢献・・」 

3. 2）ASNT フェロー「NDT 経験 l5 年、ASNT 会員 l0 年以上。連続的かつ顕著な NDT

への貢献・・」 

4. （Materials Evaluation 誌毎年 2月号に規定など。 筆者の体験談は文献（4）） 

5.  

6. JSNDI 創設のころ（5、6） 

7. 創設の前後には非破壊検査の研究組織を創りたい木原教授組と、M1 年前から活発

に動き出 

8. していた学振超音波探傷法協議会との連絡係。研究会創設後は会の雑用・分科会

幹事など。 

9. 非破壊検査法研究会結成準備会（l952 年 7～l0 月）の議事録によれば、出席者中

現在まで 

10.JSNDI で生き残っている博物館行きの人間は小生だけ。これが今回の協会賞の所

以？ 

11. 

12.国際会議  

13.l）第 3回 WCNDT、束京・大阪（l960） 

14.2）宇宙科学技術国国際シンポジウム（l964 から毎年） 

15.などの裏方を務め、大小の会議運営のノウハウを取得した。（8） 



16.（このことは後日 ICNDT への日本代表（9）その他（10）の内外の行事参画に役

立つた。） 

17. 

18.砂漠開発の技術援助 

19.エジプト政府からの砂漠蘭発技術援助の要請で「電子計測屋」として砂漠に 2 ケ

月。 

20. 

21.宇宙観測の縁の下（ロケツトや衛星の NDI と字宙用 TV は表技） 

22.1）ロケット・衛星の発射管制機器 

23.2）衛星打上時の NASA・字宙開発事業団の追跡網との連絡などを担当。かなりの

時間を消費。 

24. 

25.大学紛争のロス 

26. 

27.技量認定の国際協調 

28.1）ISO は認定が嫌い？  

29.lS0 で NDT を担当する TCl35 の第 1回総会（1970）では NDT 用語担当の SCl、各

技術分野担当 

30.の SC2～6 を設置するとともに、「NDT 技術者の education、training and 

qualification に 

31.は関与しない」 と決めた。しかし ICNDT で国際協調案の検討が始まったためか、

TCi35 は 

32.1975 年に認定を担当する SC7 を設置した。その 8年後、lCNDT で国際協調案がで

きかけた 

33.l983 年に第 1回 SC7 を開き、1992 年に IS0ー97l2 が制定されたのであつた。（11） 

34.2） 各国の対応 

35.それまで独自に認定方式を進めていた先進各国は国際協調案との擦り合わせに

苦労した。 

36.先行していた国々の対応は： 

37.カナダ：1～2級制。最も早く、自然発生的に発足した制度。（7a)  後に国際協

調案の幹事役。 

38.西独：〔（l～2）＋特〕級制。（7b）後に米国流 3 レベル方式に大転換を報告。 

39.日本：〔（2～3）＋特〕級制から国際化への転換を l983 から検討。l988 に NDlS-060l

を改訂。 

40.現在 lS0ー97l2 の JIS 化を準備中。（12） 

41.米国：3レベル制・雇用者認定のみだったが(7b),1996 に中央認定方式 ACCP の併

用を発表。(13) 

42. 

43.総論は賛成、各論が難しい。 



44. 

45.固体の音速 

46.固体の音速値は何桁有効？ 温度係数が忘れられていた。（14、15） 

47. 
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